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⽇本万国博覧会記念基⾦
2022年度助成事業募集説明会

コロナ対策にご協⼒お願いいたします。
・マスク着⽤
・⼿指消毒
・ソーシャルディスタンスの確保
・⼤阪コロナ追跡システムの登録 等
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日本万国博覧会記念基金助成事業
２０２２年度募集説明会 次第

１．日本万国博覧会記念基金の概要

２．２０２２年度助成事業募集について

（配布資料）
募集要項



■日本万国博覧会記念基金事業

日本万国博覧会の成功

出展参加国をはじめとする国内外
の団体等の協力によるもの

博覧会の収益金の
一部を基金として管理

博覧会の成功を記念
するにふさわしい事業

へ活用

日本万国博覧会記念基金事業による助成金交付

「人類の進歩と調和」の
理念を未来に継承１９５億円の内１５５億円

入場者数：6400万人
収益金：約195億円



■日本万国博覧会記念基金事業による助成金交付

1970年万博の理念を継承し「日本万国博開催の意図」の
趣旨に適った活動を支援

基金事業では、1970年万博のテーマ「人類の進歩と調和」に込め
られた未来社会に向かって調和のある進歩という願いを受け継ぎ、
国内外の公益的な活動に助成金を交付し事業支援を行っています。

【基金】
1970年万博の
収益金

約190億円
（当初155億円）

国際相互理解の促進に資する活動

文化的活動

50年間
193億円



日本万国博
覧会記念基
金助成事業
＝国際相互理
解の促進に資
する活動への
助成

団体への
助成

個人への
助成

①国際交流に寄与する活動
②国際協力に寄与する活動
③教育に関する国際的な活動
④学術に関する国際的な活動

単年度助成事業

上記①～③の活動

複数年度助成事業

①2025万博関連
②SDGｓ教育関連

優先採択
テーマ

日本万国博覧会記念基金50周年記念事業

日本万国博覧会記念基金事業の
助成対象分野

ＥＸＰＯ‘７０スカラーシップ
（日本伝統文化研究奨学金）



募集要項の説明

１．助成事業募集にあたっての注意事項

２．申請書記入にあたっての注意事項



１．助成の対象となる活動（P1）
万博の成功を記念するにふさわしく、
「日本万国博開催の意図」の趣旨に適った次の活動。

国際国際相互理解の促進に資する活動
①文化交流、国際親善に寄与する活動
・国際交流に寄与する活動
・国際協力に寄与する活動
②教育・学術に関する国際的な活動
・教育に関する国際的な活動
・学術に関する国際的な活動（単年度助成事業のみ）



学術に関する国際的な活動（単年度助成事業のみ）

国際会議の実施については、重要でありながら
運営資金が不十分とされている次の分野を対象
とします。

・自然科学の基礎的な研究に係る国際会議（主に理学
分野を対象とし工学や医学分野は対象外）

※国際会議は、複数年度助成事業で申請できません。



優先採択テーマ

2025年大阪万博に向け、1970年万博の理念を継承・

発展させ、新たな時代の価値創造へとつなぐ活動

SDGｓ目標４「質の高い教育をみんなに」のターゲット

4.1～4.7に該当する活動



「日本万国博開催の意図」抜粋

「…日本万国博が目指したものは、世界に様々な文明
が多元的に共存することを、理解と寛容の精神によっ
て認め、それらの多様性の調和の中にこそ進歩が望ま
れなければならないという「調和的発展」の精神であっ
た。これは東洋思想の「和の心」を現代世界に呼び戻
して東西を結ぶ新しい理念として発展させようとするも
のであった…」



２．助成の対象となる事業の条件（Ｐ２）

※不採択となる事例(抜粋)
複数年度助成事業、単年度助成事業共通

・国際性を伴わない事業

・予算書がない等、予算状況が不明な事業

・助成金が無くても収支の均衡が取れている事業

・参加費や入場料が収入に計上されておらず、

実際には利益が出ると判断される事業



※不採択となる事例(抜粋)
複数年度助成事業、単年度助成事業共通

・実施期間が助成対象期間外の事業

・助成金を備品購入に充当する事業

・自然科学の基礎研究以外の国際会議

・助成金申請額が総事業費の5％以下の事業

単年度助成事業のみ

・施設の建設及び整備事業



助成事業スケジュール（複数年度助成事業）

申
請
年
度

万博記念基⾦ 申請者

募集情報公開
7⽉1⽇〜9⽉30⽇

申請書受付
9⽉1⽇〜9⽉30⽇

申請書提出
9⽉1⽇〜9⽉30⽇
（消印有効）

審査会審査
11⽉〜2⽉

助成事業決定通知
3⽉



助成事業スケジュール（複数年度助成事業）

事
業
初
年
度

万博記念基⾦ 申請者

誓約書提出
4⽉末

事業継続審査
1⽉〜2⽉

継続決定通知
3⽉

（事業内容の変更
があれば、）
変更届または変更
承認申請書 提出

進捗状況報告書
次年度以降計画書

提出

年度完了報告書
提出

年度事業終了後
当年度助成⾦⽀払



助成事業スケジュール（複数年度助成事業）

事
業
中
間
年
度

万博記念基⾦ 申請者

事業継続審査
1⽉〜2⽉

(事業内容の変更が
あれば、)

変更届または変更
承認申請書 提出

進捗報告書
次年度以降計画書

提出継続決定通知
3⽉

年度完了報告書
提出

年度事業終了後
当年度助成⾦⽀払

事
業
中
間
年
度

万博記念基⾦ 申請者

事業継続審査
1⽉〜2⽉

(事業内容の変更が
あれば、)

変更届または変更
承認申請書 提出

進捗報告書
次年度以降計画書

提出継続決定通知
3⽉

年度完了報告書
提出

年度事業終了後
当年度助成⾦⽀払



助成事業スケジュール（複数年度助成事業）

事
業
最
終
年
度

万博記念基⾦ 申請者

(事業内容の変更が
あれば、)

変更届または変更
承認申請書 提出

事業終了後
完了報告書
提出

当年度助成⾦⽀払



助成事業スケジュール（単年度助成事業）
次 年 度当 年 度

助成金交付決定 3月

7月 3月 4月 3/312月

募集期間

受付
期間

審査会審査

4/1～3/31の間に開始し完了する事業

申請書を提出できる事業は、
事業の実施期間が次年度
中のものに限ります。

事業実施期間中
所定書類提出

完了実績
報告書提出

助 成 金 確 定 通 知

助 成 金 残 金 支 払 い

事業ごとに事業完了時期が異なるため、
助成金受領日は事業者によって異なります。

申請から助成事業の決定まで 助成事業の決定から助成金を受けるまで

10月 11月 1月

助成金前払い

助成金贈呈式7月頃

9月



（複数年度・単年度助成事業の総額
配分、比率は未定）

８，０００万円

４．２０２２年度の助成予定総額（P5）



５．助成金の申請（P５）

複数年度助成事業
上限額 ：2000万円（1年度の上限額1000万円）
採択件数 ：数件 （該当なしの場合があります。）

単年度助成事業
上限額 ：300万円

採択件数 ：数十件程度

助成金は、助成対象事業費の３/４以内の額で申請してください。
助成対象事業費の1/4以上は自己資金等でご充当ください。



自己資金
参加料・入場料
協賛金
万博助成金以外の助成金 等

万博助成金

助成対象外事業費

支 出収 入

助成対象事業費の3/4以内の額

助成対象事業費の１/４自己負担

助成対象事業費



６．連続申請に関して（P６）

連続採択は2年まで（２０２０・２０２１年度連続
で採択された事業者は、今回申請はできません。）

※複数年度助成事業と2025年万博事業は、連
続採択でも申請できます。



７．申請件数の制限（P６）

同一年度で助成の対象になるのは、1事業者

につき1件（1事業）に限ります。

複数年度・単年度助成事業両方への申請は

できません。



８．助成の対象となる事業の実施期間（P６）

単年度助成事業

２０２２年４月１日～２０２３年３月３１日

複数年度助成事業

２０２２年４月１日～２０２５年３月３１日
（２０２２年度から実施期間が始まること）



９．助成金の支払（Ｐ６）

助成金は、原則として当該年度の事業終了
後に精算払い

※当協会が必要と認める場合は、助成金交
付決定額の1/2以内の前払を受けることが
できます。

ただし、当該年度の事業決算において、過
払いとなる場合は、返還していただきます。



１０．助成の対象となる事業者（P７)

公益的な事業を実
施する団体
（複数年度助成事業は
1年以上実績が必要）
任意団体も可
（2021年6月30日までに
組織された団体）

国・地方公共団体
（国・地方公共団体が
実質的に実施している
とみなされる事業を行
う団体）

営利団体
個人



１１．助成の対象となる事業費等（Ｐ７）

事業に直接必要な
経費
・実施期間中の経費

・事業者と異なる団
体への支払い

経常経費
申請団体人件費
内部の出演料・謝金
飲食・観光等費用
交通費特別料金分
同伴者経費
構成団体への支払い



選考にあたっての評価項目（複数年度・単年度助成共通）

事業の理念・目的

事業の発展性、社会への波及効果

万博基金助成の必要性

１２．申請事業の審査（P８）

事業実施計画の具体性・確実性



１２．申請事業の審査（P８）

事業実施計画の具体性・確実性

・実施計画が具体的であるか

・事業者は確実に実施する能力があるか

・新型コロナウイルス感染拡大防止策は十分にとら

れているか

・新型コロナウイルス感染拡大の影響に左右されず

に実施できるか、代替事業を準備しているか



１３．万博表示等（P８)

助成事業のために作成した広報物やホームページ等

に、必ず万博表示をしてください。正当な理由なく万博表

示がない場合は、助成金の減額または支払われない場

合があります。

【表示例】



１４．助成金交付手続き（P９)

（１）（２）提出書類 （紙で1部）

・助成金交付申請書

・予算表・収入支出内訳

・定款・役員名簿・決算書（直近2回）
・事業計画書・企画書（複数年助成事業のみ）

全てA4サイズに統一



１４．助成金交付手続き（P９)

（３）申請書受付期間

２０２１年９月１日～３０日

・当日消印有効。

・受付期間経過後は理由の如何を問わず

受理しません。



１５．広報活動への協力（Ｐ９）

採択された事業者は、2022年夏実施予定の

助成金贈呈式への出席をお願いします。

また、基金事業に係る記者発表や報告会等の

広報活動に可能な限りご協力をお願いします。



１６．申請にあたって（P１０）

（１）助成金の交付申請にあたっては、必要書

類及び記載事項の漏れのないようお願いしま

す。

必要な書類が添付されていない場合は、

助成対象外になりますので、ご注意ください。



１６．申請にあたって

（５）申請書は審査資料となりますので、提出

後変更が生じることのないよう、その内容につ

いて十分検討の上、作成してください。

提出後の書類の補正、差換えは受け付けま

せん。



記入例（P31）



記入例（P31）





記入例（P32）



複数年度助成事業 記入例（P32）



単年度助成事業 記入例（P47）



記入例（P32）



記入例（P33）



記入例（P33）



記入例（P34）



記入例（P34）



記入例（P35）



記入例（P35）



記入例（P36）



記入例（P36）



申請書記載のポイント

記載事項は漏れなく正確に記載してください。

「評価項目についての記載欄」の記載に基づき審査を行い
ます。具体的にわかりやすく記載してください。

「助成事業収支予算表」「収入内訳」「支出内訳」は、できる
だけ詳しく、正確に記載してください。

申請書は審査資料となりますので、提出後変更が生じるこ
とのないよう、その内容について十分検討の上、作成してく
ださい。提出後の書類の補正、差換えは受け付けません。



申請書提出にあたっての注意事項

受付期間中（9月1日～30日）に必ず提出してください。
受付期間経過後は理由の如何を問わず受理しません。

提出は、必ず書留郵便等、発送の確認できるもので発送して
ください。
また、受領確認のお問い合わせはご遠慮ください。

申請書提出後に、書類の補正・差替えはできません。
提出前に必ず最終チェックをしてください。



ご清聴ありがとうございました。

公益財団法人関西・大阪２１世紀協会
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